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（訂正）「平成 21 年 10 月期 第２四半期決算短信」の一部訂正に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成 23 年 12 月 22 日付「訂正有価証券報告書等の提出及び過年度決算短信等の一部訂正に関

するお知らせ」で開示いたしましたとおり、当社における不適切な取引及び訂正の対象となり得る会計処

理が判明したことを受け、決算短信等の訂正を行いましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

なお、平成 21 年 10 月期 第２四半期報告書に掲載されている訂正後の四半期連結財務諸表につきまし

ては、清和監査法人の監査を受けております。 

訂正箇所が多岐にわたっており正誤表による形式では分かりづらくなることから、訂正後の全文を添付

し訂正箇所には下線を付して表示しております。また、参考として訂正前の全文を添付しております。 

 

記 

訂正を行う決算短信等 

「平成 21年 10 月期 第２四半期決算短信」 

（公表日）平成 21 年 6月 12 日 

以上 

 

 

 

 



 

 

 

   

 

 
  

(百万円未満切捨て) 

 
(％表示は対前年同四半期増減率) 

  

 
  

 
  

   

 

 
  

  

 
(注) 配当予想の当四半期における修正の有無 ： 無 

  

(％表示は、対前期増減率) 

 
(注) 連結業績予想数値の当四半期における修正の有無 ： 無 

  

平成21年10月期 第２四半期決算短信
平成21年６月12日

上 場 会 社 名 株式会社京王ズホールディングス 上場取引所  東

コ ー ド 番 号 3731 URL http://www.keiozu.co.jp

代  表  者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)佐々木 英輔
問合せ先責任者 (役職名)取締役経営企画室長 (氏名)深野 道照 TEL  022-722-0333

四半期報告書提出予定日 平成21年６月12日 配当支払開始予定日 ―

1. 平成21年10月期第２四半期の連結業績（平成20年11月１日～平成21年４月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年10月期第２四半期 6,379 ― 155 ― 170 ― 107 ―

20年10月期第２四半期 6,989 △15.0 155 85.8 126 205.9 149 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

21年10月期第２四半期 2,508 75 2,339 32
20年10月期第２四半期 4,484 11 ― ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年10月期第２四半期 5,125 961 18.0 19,899 83

20年10月期 5,589 824 14.1 18,598 23

(参考) 自己資本 21年10月期第２四半期 920百万円 20年10月期 788百万円

2. 配当の状況

１株当たり配当金

(基準日) 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年10月期 ― 0 00 ― 0 00 0 00

21年10月期 ― 0 00

 年 月期(予想) ― ― ―

3. 平成21年10月期の連結業績予想（平成20年11月１日～平成21年４月30日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,708 △7.2 256 65.2 185 81.4 151 88.8 3,578 24
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  [(注) 詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。] 
(4) 発行済株式数（普通株式） 
 ① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 

 
 ② 期末自己株式数 

 
 ③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 

 
  

 ・業績予測に記載した予測数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確
定な要素を含んでおります。実際の実績等は、業績の変化等により記載数値と異なる場合があります。 

 ・平成21年10月期の配当につきましては、現時点では未定であります。決定次第、開示いたします。 
 ・当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表
に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結
財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  
  
  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

  [新規   社 (社名          )  除外   社 (社名          )]

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

  [(注) 詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。]

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成
のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの）

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

21年10月期第２四半期 47,446株 20年10月期 42,418株

21年10月期第２四半期 1,185株 20年10月期 ―株

21年10月期第２四半期 43,022株 20年10月期第２四半期 33,415株

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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(注) 定性的情報における前年数値及び比率は参考として記載しております。 

  
当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、サブプライムローン問題等による国際金融市場の混

乱、急激な為替相場の変動、原油・資源価格の乱高下等を原因とする世界的な景気後退の波が日本を直撃
し、企業収益は急激に悪化いたしました。個人消費につきましても、雇用情勢の悪化等の先行き不透明感
から購買意欲の低下に拍車が掛かっております。 
 このような状況の中、当社グループは前期から引き続いてコストの削減に努め、販売費及び一般管理費
合計は776百万円（前年同期比13.4％減）となりました。 
 この結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの売上高は6,379百万円（前年同期比8.7％
減）となりましたが、営業利益は155百万円（前年同期比0.2％増）、経常利益は170百万円（前年同期比
34.7％増）、四半期純利益は107百万円（前年同期比28.0％減）となっております。 
  

事業の種類別セグメントにおける業績は、以下のとおりです。 

① 移動体通信事業 
  

 
  

移動体通信事業につきましては、新規販売台数に若干伸び悩みが見られましたが、機種変更台数は順
調に推移しました。昨年8月に行いました新潟地区7店舗の譲渡の影響もあり、売上高は6,170百万円
（前年同期比5.4％減）と前年を下回りましたが、前期に行いましたコスト改善効果により、営業利益
298百万円（前年同期比53.4％増）となりました。 
  
② テレマーケティング事業 

  

 
  

テレマーケティング事業につきましては、AIGグループの諸問題の他、保険契約件数が計画より減少
したため営業損失とはなっておりますが、秋田コールセンターを仙台の西多賀コールセンターに集約す
ることにより、コスト改善、効率改善の準備を進めております。なお、秋田コールセンター統合に伴
い、店舗整理損45百万円を計上しております。また、ストックコミッションの一部譲渡により、財務体
質の改善も進めております。そのため、売上高148百万円（前年同期比63.0％減）、営業損失84百万円
（前年同期は8百万円の利益）となりました。 
  
③ 不動産賃貸事業 

  

 
  

不動産賃貸事業につきましては、管理コストの削減および減価償却費の低下により、売上高は61百万
円（前年同期比11.8％減）、営業利益は21百万円（前年同期比11.0％増）となりました。 
  

  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

（連結経営成績サマリー） （百万円未満切捨て）

平成20年10月期
第２四半期

平成21年10月期
第２四半期

前年同期比
（％）

売上高 6,989百万円 6,379百万円 △8.7

営業利益 155百万円 155百万円 0.2

経常利益 126百万円 170百万円 34.7

四半期純利益 149百万円 107百万円 △28.0

・売上高 6,170百万円 （前年同期比5.4％減）

・営業利益 298百万円 （前年同期比53.4％増）

・売上高 148百万円 （前年同期比63.0％減）

・営業利益 △84百万円 （前年同期比 ― ）

・売上高 61百万円 （前年同期比11.8％減）

・営業利益 21百万円 （前年同期比11.0％増）
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(1) 資産、負債及び純資産の状況 

 
  
当第２四半期連結会計期間末における資産の状況は、前連結会計年度末と比較して、流動資産は339百

万円減少し1,734百万円、固定資産は124百万円減少し3,391百万円となりました。これは主に売上債権の
減少、のれんの償却によるものであります。その結果、総資産額は464百万円減少し、5,125百万円となり
ました。 
 負債の状況は、流動負債は432百万円減少し3,146百万円、固定負債は168百万円減少し1,017百万円とな
りました。これは主に買掛金の減少、借入金の返済によるものであります。その結果、負債総額は600百
万円減少し4,164百万円となりました。 
 純資産の状況は、136百万円増加し、961百万円となりました。これは主に四半期純利益の計上によるも
のであります。 
  

  

(2) キャッシュ・フローの状況 

 
  
当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年

度末と比較して180百万円増加し248百万円となりました。 
 当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。 
  
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
 営業活動の結果得られた資金は、280百万円となりました。これは主に売上債権の減少によるものであ
ります。 
  
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
 投資活動の結果得られた資金は、208百万円となりました。これは主に定期預金の払戻しによるもので
あります。 
  
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
 財務活動の結果使用した資金は、309百万円となりました。これは主に短期借入金の返済によるもので
あります。 
  

  

2. 連結財政状態に関する定性的情報

（百万円未満切捨て）

平成20年10月期末
（平成20年10月31日）

平成21年10月期
第２四半期末 

（平成21年４月30日）

増減額

資産合計 5,589百万円 5,125百万円 △464百万円

負債合計 4,764百万円 4,164百万円 △600百万円

純資産合計 824百万円 961百万円 136百万円

（百万円未満切捨て）

平成20年10月期
第２四半期

平成21年10月期
第２四半期

前年同期比
（％）

営業活動による
キャッシュ・フロー

242百万円 280百万円 16.1

投資活動による
キャッシュ・フロー

13百万円 208百万円 1,497.4

財務活動による
キャッシュ・フロー

△233百万円 △309百万円 32.5
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平成21年10月期の通期業績予想につきましては、現在の経済状況に先行きが不透明なことがあり、ま
た、テレマーケティング事業における新体制の確立を進めているところであるため、通期業績予想につ
きましては現時点では変更しておりません。精査でき次第発表いたします。 
  

  

該当事項はありません。 
  

①簡便な会計処理 
（固定資産の減価償却費の算定方法） 
定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す
る方法によっています。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 該当事項はありません。 
  

① 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務
諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四
半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

② 通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、移動平均による原価法によっておりまし
たが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計委員会 平成18
年7月5日 企業会計基準第9号）が適用されたことに伴い、移動平均による原価法（収益性の低下に
基づく簿価切下げの方法）により算定しております。これによる損益に与える影響はありません。 

③ 所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処
理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成19年3月30日
企業会計基準第13号）および「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平
成19年3月30日 企業会計基準適用指針第16号）が平成20年4月１日以後開始する連結会計年度に係る
四半期連結財務諸表から適用できることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの
基準を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。これによる損益に与える影響はあ
りません。 
 なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について
は、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

  

表示方法の変更 

（連結貸借対照表） 
 前連結会計年度において流動負債の「仮受金」に含めておりました移動体通信事業における料金収
納金等172百万円は、取引実態をより明瞭に示すため、第1四半期連結会計期間より流動負債の「預り
金」に含めて表示しております。 

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5. 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年４月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 358,999 368,753

売掛金 1,082,045 1,515,563

商品 166,094 99,669

その他 127,204 93,894

貸倒引当金 － △3,550

流動資産合計 1,734,343 2,074,329

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 398,944 424,564

車両運搬具（純額） 2,922 3,476

工具、器具及び備品（純額） 73,654 94,782

土地 580,246 580,246

有形固定資産合計 1,055,768 1,103,069

無形固定資産

のれん 1,855,826 1,909,149

その他 118,594 134,251

無形固定資産合計 1,974,421 2,043,401

投資その他の資産

長期貸付金 20,645 22,665

敷金及び保証金 298,963 303,356

役員及び役員保有会社に対する金銭債権 560,691 530,751

その他 24,169 14,291

貸倒引当金 △543,563 △502,206

投資その他の資産合計 360,906 368,858

固定資産合計 3,391,096 3,515,329

資産合計 5,125,439 5,589,658
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年４月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年10月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 831,706 1,101,667

短期借入金 992,000 1,265,000

1年内返済予定の長期借入金 429,771 368,854

未払金 336,292 364,388

預り金 220,392 32,779

仮受金 － 241,440

賞与引当金 24,326 25,304

短期解約違約金損失引当金 2,749 5,964

未払法人税等 27,102 25,980

未払消費税等 75,760 55,408

その他 205,946 91,653

流動負債合計 3,146,048 3,578,441

固定負債

社債 250,000 275,000

長期借入金 719,530 803,804

その他 48,442 107,581

固定負債合計 1,017,973 1,186,385

負債合計 4,164,021 4,764,827

純資産の部

株主資本

資本金 1,145,988 1,983,550

資本剰余金 769,662 1,947,645

利益剰余金 △985,266 △3,142,295

自己株式 △9,798 －

株主資本合計 920,586 788,899

新株予約権 166 －

少数株主持分 40,665 35,931

純資産合計 961,418 824,831

負債純資産合計 5,125,439 5,589,658
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(2) 【四半期連結損益計算書】

 【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年11月１日
至 平成21年４月30日)

売上高 6,379,634

売上原価 5,447,047

売上総利益 932,587

販売費及び一般管理費

給料手当及び賞与 367,425

賞与引当金繰入額 21,870

福利厚生費 53,876

地代家賃 109,031

その他 224,684

販売費及び一般管理費合計 776,888

営業利益 155,698

営業外収益

受取利息 4,049

出資金運用益 3,946

コミッション譲渡益 84,824

その他 4,394

営業外収益合計 97,215

営業外費用

支払利息 32,335

株式交付費 5,958

貸倒引当金繰入額 36,307

その他 8,032

営業外費用合計 82,633

経常利益 170,279

特別利益

固定資産売却益 1,208

特別利益合計 1,208

特別損失

店舗整理損 52,042

貸倒引当金繰入額 1,500

減損損失 186

特別損失合計 53,729

税金等調整前四半期純利益 117,759

法人税等合計 5,093

少数株主利益 4,734

四半期純利益 107,931

8



  

(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年11月１日
至 平成21年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 117,759

減価償却費 62,890

減損損失 186

のれん償却額 53,322

貸倒引当金の増減額（△は減少） 37,807

賞与引当金の増減額（△は減少） △978

受取利息及び受取配当金 △4,049

支払利息 32,335

固定資産売却損益（△は益） △1,208

店舗整理損 52,042

売上債権の増減額（△は増加） 433,537

たな卸資産の増減額（△は増加） △66,425

仕入債務の増減額（△は減少） △269,960

預り金の増減額（△は減少） 187,612

仮受金の増減額（△は減少） △241,440

その他 △90,567

小計 302,864

利息及び配当金の受取額 4,678

利息の支払額 △18,960

法人税等の支払額 △7,672

法人税等の還付額 7

営業活動によるキャッシュ・フロー 280,917

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △10,000

定期預金の払戻による収入 200,000

有形固定資産の取得による支出 △10,113

有形固定資産の売却による収入 1,208

無形固定資産の取得による支出 △6,292

敷金及び保証金の差入による支出 △3,128

敷金及び保証金の回収による収入 6,939

役員に対する金銭債権の増加に伴う支出 △100,000

役員に対する金銭債権の減少に伴う収入 100,000

役員保有会社に対する金銭債権の減少に伴う収
入

29,940

投資活動によるキャッシュ・フロー 208,555
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(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年11月１日
至 平成21年４月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 5,000

短期借入金の返済による支出 △278,000

長期借入れによる収入 100,000

長期借入金の返済による支出 △123,356

社債の償還による支出 △25,000

自己株式の取得による支出 △9,798

配当金の支払額 △4

新株予約権の発行による収入 △5,958

新株予約権の行使による株式の発行による収入 33,720

その他 △5,948

財務活動によるキャッシュ・フロー △309,346

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 180,125

現金及び現金同等物の期首残高 68,424

現金及び現金同等物の四半期末残高 248,550
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

１．事業の種類別セグメント情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成20年11月１日 至 平成21年４月30日） 

 
(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分に属する主要な事業の内容 

 (1) 移動体通信事業・・・・・・・移動体通信端末の販売、移動体通信サービスの契約取次 

 (2) テレマーケティング事業・・・コールセンターによるテレマーケティング事業 

 (3) 不動産賃貸事業・・・・・・・ショッピングモールのテナントからの賃貸収入事業 

  

２．所在地別セグメント情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成20年11月１日 至 平成21年４月30日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び支店がないため、該当事項はありません。 

  

3．海外売上高 

当第２四半期連結累計期間（自 平成20年11月１日 至 平成21年４月30日） 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

移動体 
通信事業

テレマーケ
ティング 
事業

不動産
賃貸事業

計
消去又は 
全社

連結

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

6,170,087 148,201 61,344 6,379,634 ― 6,379,634

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― 685 685 (685) ―

計 6,170,087 148,201 62,030 6,380,320 (685) 6,379,634

営業利益又は 
営業損失（△）

298,894 △84,045 21,112 235,961 (80,263) 155,698
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当社は、平成21年1月27日付で欠損補填及び分配可能額の充実のために資本金854,338千円、資本準備

金1,947,645千円の減額を行っております。 

また、平成21年1月28日付で自己株式の取得について決議し、当第２連結累計期間において1,185株、

9,798千円の自己株式取得を行っております。さらに、第４回新株予約権の行使により、合わせて資本

金が16,776千円、資本準備金が16,776千円増加しております。 

この結果、当第２四半期連結累計期間における株主資本の変動は、以下の通りとなります。 

 

  

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（千円）

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

前連結会計年度末 1,983,550 1,947,645 △3,142,295 ― 788,899

当第２四半期連結会計期間末までの
変動額

新株予約権の行使による新株発行 16,776 16,776 ― ― 33,553

四半期純利益 ― ― 107,931 ― 107,931

自己株式の取得 ― ― ― △9,798 △9,798

資本金からその他資本剰余金への
振替

△854,338 854,338 ― ― ―

欠損補填 ― △2,049,098 2,049,098 ― ―

当第２四半期連結会計期間末までの
変動額合計

△837,562 △1,177,982 2,157,029 △9,798 131,686

当第２四半期連結会計期間末残高 1,145,988 769,662 △985,266 △9,798 920,586
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前年同四半期に係る財務諸表等 

(1)前中間連結損益計算書 

 
  

  

「参考資料」

区分

前中間連結会計期間
（自 平成19年11月１日 

  至 平成20年４月30日）

金額（千円）

Ⅰ 売上高 6,989,529

Ⅱ 売上原価 5,936,699

売上総利益 1,052,830

Ⅲ 販売費及び一般管理費

1 給与及び手当 415,731

2 賞与引当金繰入額 28,500

3 地代家賃 138,205

4 その他 314,968

販売費及び一般管理費 897,406

営業利益 155,424

Ⅳ 営業外収益

1 受取利息 1,857

2 出資金利益 3,595

3 消費税還付 4,604

4 雑収入 8,140

5 その他 9,087

営業外収益合計 27,285

Ⅴ 営業外費用

1 支払利息 41,987

2 貸倒引当金繰入 2,205

3 支払手数料 3,924

2 その他 8,174

営業外費用合計 56,292

経常利益 126,417

Ⅵ 特別利益

1 固定資産売却益 18,763

2 店舗整理損修正益 44,798

3 その他 1,648

特別利益合計 65,211

Ⅶ 特別損失

1 固定資産売却損 8,619

2 たな卸資産廃棄損 1,671

2 その他 181

特別損失合計 10,472

税金等調整前中間純利益 181,155

法人税、住民税及び事業税 17,861

少数株主利益 13,456

中間純利益 149,837
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(2)前中間連結キャッシュ・フロー計算書 

区分

前中間連結会計期間
（自 平成19年11月１日 

  至 平成20年４月30日）

金額（千円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

1 税金等調整前中間純利益 181,155

2 減価償却費 79,879

3 のれん償却費 53,322

4 貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,193

5 賞与引当金の増減額（△は減少） △ 13,747

6 受取利息及び受取配当金 △1,857

7 支払利息 41,987

8 固定資産売却損益 △10,143

9 固定資産除却損 164

10 店舗整理損修正益 △44,798

11 売上債権の増減額（△は増加） △8,654

13 たな卸資産の増減額（△は増加） △ 63,823

14 前払費用の増減額（△は増加） △ 1,009

15 未収入金の増減額（△は増加） 101,488

16 未収消費税等の増減額（△は増加） 3,970

17 未払消費税等の増減額（△は減少） 7,235

18 仕入債務の増減額（△は減少） 119,756

19 未払金の増減額（△は減少） 39,985

20 その他 △209,230

小計 280,874

21 利息及び配当金の受取額 1,227

22 利息の支払額 △ 28,846

23 法人税等の支払額 △ 11,196

営業活動によるキャッシュ・フロー 242,058
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区分

前中間連結会計期間
（自 平成19年11月１日 

  至 平成20年４月30日）

金額（千円）

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

1 有価証券の売却による収入 100

2 有形固定資産の取得による支出 △ 36,934

3 有形固定資産の売却による収入 66,749

4 無形固定資産の取得による支出 △ 63,176

5 貸付による支出 ―

6 貸付金回収による収入 ―

7 役員に対する金銭債権の増加に伴う支出 △461,900

8 役員に対する金銭債権の減少に伴う収入 441,900

9 役員保有会社に対する金銭債権の減少に伴う収入 42,571

7 敷金保証金の差入による支出 △ 162

8 敷金保証金の返還による収入 23,907

投資活動によるキャッシュ・フロー 13,055

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

1 短期借入れによる収入 250,000

2 短期借入金の返済による支出 △ 270,437

3 長期借入金の返済による支出 △ 387,000

4 長期未払金の返済による支出 △ 60,028

5 社債の償還による支出 △ 75,000

6 配当金の支払額 △ 40

7 株式発行による収入 314,254

8 新株予約権の買入消却による支出 △ 5,220

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 233,472

Ⅳ 現金及び現金同等物の増減額 21,641

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 300,804

Ⅵ 現金及び現金同等物の中間期末残高 322,446
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(3) セグメント情報 

１．事業の種類別セグメント情報 

前中間連結会計期間（自 平成19年11月１日 至 平成20年４月30日） 

 
(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分に属する主要な事業の内容 

 (1) 移動体通信事業・・・・・・・移動体通信端末の販売、移動体通信サービスの契約取次 

 (2) テレマーケティング事業・・・コールセンターによるテレマーケティン事業 

 (3) 不動産賃貸事業・・・・・・・ショッピングモールのテナントからの賃貸収入事業 

  

２．所在地別セグメント情報 

前中間連結会計期間（自 平成19年11月１日 至 平成20年４月30日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び支店がないため、該当事項はありません。 

  

３．海外売上高 

前中間連結会計期間（自 平成19年11月１日 至 平成20年４月30日） 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

移動体 
通信事業

テレマーケ
ティング 
事業

不動産
賃貸事業

計
消去又は 
全社

連結

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

6,519,804 400,174 69,550 6,989,529 ― 6,989,529

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― 685 685 △685 ―

計 6,519,804 400,174 70,236 6,990,215 △685 6,989,529

営業利益又は 
営業損失（△）

194,850 8,832 19,028 222,711 △67,287 155,424
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平成21年10月期 第2四半期決算短信 

平成21年6月12日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 株式会社 京王ズホールディングス 上場取引所 東 
コード番号 3731 URL http://www.keiozu.co.jp
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 佐々木 英輔
問合せ先責任者 （役職名） 取締役経営企画室長 （氏名） 深野 道照 TEL 022-722-0333
四半期報告書提出予定日 平成21年6月12日
配当支払開始予定日 ―

1.  平成21年10月期第2四半期の連結業績（平成20年11月1日～平成21年4月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年10月期第2四半期 6,379 ― 156 ― 206 ― 145 ―
20年10月期第2四半期 6,903 △16.0 65 △36.7 41 △45.1 52 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

21年10月期第2四半期 3,380.84 3,152.50
20年10月期第2四半期 1,564.52 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年10月期第2四半期 5,448 1,379 24.0 28,261.74
20年10月期 5,879 1,207 19.4 26,833.21

（参考） 自己資本   21年10月期第2四半期  1,307百万円 20年10月期  1,138百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年10月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
21年10月期 ― 0.00
21年10月期 

（予想）
― ― ―

3.  平成21年10月期の連結業績予想（平成20年11月1日～平成21年10月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,708 △7.2 256 65.2 185 81.4 151 88.8 3,578.24

1

（参考）



4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注） 詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】「４．その他」をご参照ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注） 詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】「４．その他」をご参照ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・業績予測に記載した予測数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の実績等は、
業績の変化等により記載数値と異なる場合があります。 
・平成21年10月期の配当につきましては、現時点では未定であります。決定次第、開示いたします。 
・当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準
適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年10月期第2四半期 47,446株 20年10月期  42,418株
② 期末自己株式数 21年10月期第2四半期  1,185株 20年10月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年10月期第2四半期 43,022株 20年10月期第2四半期 33,415株
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(注) 定性的情報における前年数値及び比率は参考として記載しております。 

  
当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、サブプライムローン問題等による国際金融市場の混

乱、急激な為替相場の変動、原油・資源価格の乱高下等を原因とする世界的な景気後退の波が日本を直撃
し、企業収益は急激に悪化いたしました。個人消費につきましても、雇用情勢の悪化等の先行き不透明感
から購買意欲の低下に拍車が掛かっております。 
 このような状況の中、当社グループは前期から引き続いてコストの削減に努め、販売費及び一般管理費
合計は773百万円（前年同期比13.9％減）となりました。 
 この結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの売上高は6,379百万円（前年同期比7.6％
減）となりましたが、営業利益は156百万円（前年同期比139.9％増）、経常利益は206百万円（前年同期
比339.4％増）、四半期純利益は145百万円（前年同期比178.2％増）となっております。 
  

事業の種類別セグメントにおける業績は、以下のとおりです。 

① 移動体通信事業 
  

 
  

移動体通信事業につきましては、新規販売台数に若干伸び悩みが見られましたが、機種変更台数は順
調に推移しました。昨年8月に行いました新潟地区7店舗の譲渡の影響もあり、売上高は6,170百万円
（前年同期比4.1％減）と前年を下回りましたが、前期に行いましたコスト改善効果により、営業利益
298百万円（前年同期比174.3％増）となりました。 
  
② テレマーケティング事業 

  

 
  

テレマーケティング事業につきましては、AIGグループの諸問題の他、保険契約件数が計画より減少
したため営業損失とはなっておりますが、秋田コールセンターを仙台の西多賀コールセンターに集約す
ることにより、コスト改善、効率改善の準備を進めております。なお、秋田コールセンター統合に伴
い、店舗整理損45百万円を計上しております。また、ストックコミッションの一部譲渡により、財務体
質の改善も進めております。そのため、売上高148百万円（前年同期比63.0％減）、営業損失84百万円
（前年同期は8百万円の利益）となりました。 
  
③ 不動産賃貸事業 

  

 
  

不動産賃貸事業につきましては、管理コストの削減および減価償却費の低下により、売上高は61百万
円（前年同期比11.8％減）、営業利益は17百万円（前年同期比21.2％増）となりました。 
  

  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

（連結経営成績サマリー） （百万円未満切捨て）

平成20年10月期
第２四半期

平成21年10月期
第２四半期

前年同期比
（％）

売上高 6,903百万円 6,379百万円 △7.6

営業利益 65百万円 156百万円 139.9

経常利益 41百万円 206百万円 399.4

四半期純利益 52百万円 145百万円 178.2

・売上高 6,170百万円 （前年同期比4.1％減）

・営業利益 298百万円 （前年同期比174.3％増）

・売上高 148百万円 （前年同期比63.0％減）

・営業利益 △84百万円 （前年同期比 ― ）

・売上高 61百万円 （前年同期比11.8％減）

・営業利益 17百万円 （前年同期比21.2％増）

(株)京王ズホールディングス(3731)　平成21年10月期　第２四半期決算短信

3



(1) 資産、負債及び純資産の状況 

 
  
当第２四半期連結会計期間末における資産の状況は、前連結会計年度末と比較して、流動資産は301百

万円減少し1,970百万円、固定資産は130百万円減少し3,477百万円となりました。これは主に売上債権の
減少、のれんの償却によるものであります。その結果、総資産額は431百万円減少し、5,448百万円となり
ました。 
 負債の状況は、流動負債は435百万円減少し3,050百万円、固定負債は168百万円減少し1,017百万円とな
りました。これは主に買掛金の減少、借入金の返済によるものであります。その結果、負債総額は604百
万円減少し4,068百万円となりました。 
 純資産の状況は、172百万円増加し、1,379百万円となりました。これは主に四半期純利益の計上による
ものであります。 
  

  

(2) キャッシュ・フローの状況 

 
  
当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年

度末と比較して180百万円増加し248百万円となりました。 
 当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。 
  
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
 営業活動の結果得られた資金は、283百万円となりました。これは主に売上債権の減少によるものであ
ります。 
  
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
 投資活動の結果得られた資金は、206百万円となりました。これは主に定期預金の払戻しによるもので
あります。 
  
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
 財務活動の結果使用した資金は、309百万円となりました。これは主に短期借入金の返済によるもので
あります。 
  

  

2. 連結財政状態に関する定性的情報

（百万円未満切捨て）

平成20年10月期末
（平成20年10月31日）

平成21年10月期
第２四半期末 

（平成21年４月30日）

増減額

資産合計 5,879百万円 5,448百万円 △431百万円

負債合計 4,672百万円 4,068百万円 △604百万円

純資産合計 1,207百万円 1,379百万円 172百万円

（百万円未満切捨て）

平成20年10月期
第２四半期

平成21年10月期
第２四半期

前年同期比
（％）

営業活動による
キャッシュ・フロー

248百万円 283百万円 14.0

投資活動による
キャッシュ・フロー

6百万円 206百万円 2,985.6

財務活動による
キャッシュ・フロー

△233百万円 △309百万円 32.5
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平成21年10月期の通期業績予想につきましては、現在の経済状況に先行きが不透明なことがあり、ま
た、テレマーケティング事業における新体制の確立を進めているところであるため、通期業績予想につ
きましては現時点では変更しておりません。精査でき次第発表いたします。 
  

  

該当事項はありません。 
  

①簡便な会計処理 
（固定資産の減価償却費の算定方法） 
定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す
る方法によっています。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 該当事項はありません。 
  

① 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務
諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四
半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

② 通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、移動平均による原価法によっておりまし
たが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計委員会 平成18
年7月5日 企業会計基準第9号）が適用されたことに伴い、移動平均による原価法（収益性の低下に
基づく簿価切下げの方法）により算定しております。これによる損益に与える影響はありません。 

③ 所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処
理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成19年3月30日 
企業会計基準第13号）および「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平
成19年3月30日 企業会計基準適用指針第16号）が平成20年4月１日以後開始する連結会計年度に係る
四半期連結財務諸表から適用できることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの
基準を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。これによる損益に与える影響はあ
りません。 
 なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について
は、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

  

表示方法の変更 

（連結貸借対照表） 
 前連結会計年度において流動負債の「仮受金」に含めておりました移動体通信事業における料金収
納金等172百万円は、取引実態をより明瞭に示すため、第1四半期連結会計期間より流動負債の「預り
金」に含めて表示しております。 

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年４月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年10月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 358,999 368,753

売掛金 1,082,757 1,516,295

商品 166,094 99,669

その他 362,998 290,877

貸倒引当金 － △3,550

流動資産合計 1,970,849 2,272,044

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 418,236 447,189

車両運搬具（純額） 2,922 3,476

工具、器具及び備品（純額） 75,691 97,243

土地 580,246 580,246

建設仮勘定 4,725 4,725

有形固定資産合計 1,081,822 1,132,880

無形固定資産   

のれん 1,855,826 1,909,149

その他 118,594 134,251

無形固定資産合計 1,974,421 2,043,401

投資その他の資産   

長期貸付金 105,145 115,790

敷金及び保証金 298,963 303,356

その他 24,169 14,291

貸倒引当金 △6,836 △1,785

投資その他の資産合計 421,442 431,652

固定資産合計 3,477,686 3,607,934

資産合計 5,448,536 5,879,979
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年４月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年10月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 831,706 1,101,667

短期借入金 992,000 1,265,000

1年内返済予定の長期借入金 347,005 286,088

未払金 336,392 307,812

預り金 220,392 32,779

仮受金 － 241,440

賞与引当金 24,326 25,304

短期解約違約金損失引当金 2,749 5,964

未払法人税等 18,967 25,503

未払消費税等 75,037 53,764

その他 202,093 140,996

流動負債合計 3,050,670 3,486,321

固定負債   

社債 250,000 275,000

長期借入金 719,530 803,804

その他 48,442 107,581

固定負債合計 1,017,973 1,186,385

負債合計 4,068,643 4,672,706

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,145,988 1,983,550

資本剰余金 769,662 1,947,645

利益剰余金 △598,435 △2,792,984

自己株式 △9,798 －

株主資本合計 1,307,416 1,138,211

新株予約権 166 －

少数株主持分 72,309 69,061

純資産合計 1,379,892 1,207,272

負債純資産合計 5,448,536 5,879,979
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年11月１日 
 至 平成21年４月30日) 

売上高 6,379,634

売上原価 5,450,354

売上総利益 929,279

販売費及び一般管理費  

給料手当及び賞与 367,425

賞与引当金繰入額 21,870

福利厚生費 53,876

地代家賃 109,031

その他 220,856

販売費及び一般管理費合計 773,060

営業利益 156,219

営業外収益  

受取利息 3,254

出資金運用益 3,946

コミッション譲渡益 84,824

その他 4,394

営業外収益合計 96,420

営業外費用  

支払利息 30,340

新株発行費 5,958

その他 10,027

営業外費用合計 46,326

経常利益 206,312

特別利益  

固定資産売却益 1,208

特別利益合計 1,208

特別損失  

店舗整理損 52,042

貸倒引当金繰入額 1,500

減損損失 186

特別損失合計 53,729

税金等調整前四半期純利益 153,792

法人税等合計 5,093

少数株主利益 3,248

四半期純利益 145,450
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年11月１日 
 至 平成21年４月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 153,792

減価償却費 66,647

減損損失 186

のれん償却額 53,322

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,500

賞与引当金の増減額（△は減少） △978

短期解約違約金損失引当金の増減額（△は減少） △3,215

受取利息及び受取配当金 △3,254

支払利息 32,335

固定資産売却損益（△は益） △1,208

店舗整理損 52,042

売上債権の増減額（△は増加） 433,537

たな卸資産の増減額（△は増加） △66,425

仕入債務の増減額（△は減少） △269,960

預り金の増減額（△は減少） 187,612

仮受金の増減額（△は減少） △241,440

その他 △89,314

小計 305,179

利息及び配当金の受取額 4,678

利息の支払額 △18,960

法人税等の支払額 △7,672

法人税等の還付額 7

営業活動によるキャッシュ・フロー 283,232

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △10,000

定期預金の払戻による収入 200,000

有形固定資産の取得による支出 △10,113

有形固定資産の売却による収入 1,208

無形固定資産の取得による支出 △6,292

敷金及び保証金の差入による支出 △3,128

敷金及び保証金の回収による収入 6,939

貸付金の回収による収入 27,625

投資活動によるキャッシュ・フロー 206,239
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(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年11月１日 
 至 平成21年４月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入れによる収入 5,000

短期借入金の返済による支出 △278,000

長期借入れによる収入 100,000

長期借入金の返済による支出 △123,356

社債の償還による支出 △25,000

自己株式の取得による支出 △9,798

配当金の支払額 △4

新株予約権の発行による収入 △5,958

新株予約権の行使による株式の発行による収入 33,720

その他 △5,948

財務活動によるキャッシュ・フロー △309,346

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 180,125

現金及び現金同等物の期首残高 68,424

現金及び現金同等物の四半期末残高 248,550
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

１．事業の種類別セグメント情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成20年11月１日 至 平成21年４月30日） 

 
(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分に属する主要な事業の内容 

 (1) 移動体通信事業・・・・・・・移動体通信端末の販売、移動体通信サービスの契約取次 

 (2) テレマーケティング事業・・・コールセンターによるテレマーケティング事業 

 (3) 不動産賃貸事業・・・・・・・ショッピングモールのテナントからの賃貸収入事業 

  

２．所在地別セグメント情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成20年11月１日 至 平成21年４月30日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び支店がないため、該当事項はありません。 

  

3．海外売上高 

当第２四半期連結累計期間（自 平成20年11月１日 至 平成21年４月30日） 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

移動体 
通信事業

テレマーケ
ティング 
事業

不動産
賃貸事業

計
消去又は 
全社

連結

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

6,170,087 148,201 61,344 6,379,634 ― 6,379,634

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― 685 685 (685) ―

計 6,170,087 148,201 62,030 6,380,320 (685) 6,379,634

営業利益又は 
営業損失（△）

298,500 △84,045 17,805 232,261 (76,042) 156,219

(株)京王ズホールディングス(3731)　平成21年10月期　第２四半期決算短信

11



当社は、平成21年1月27日付で欠損補填及び分配可能額の充実のために資本金854,338千円、資本準備

金1,947,645千円の減額を行っております。 

また、平成21年1月28日付で自己株式の取得について決議し、当第２連結累計期間において1,185株、

9,798千円の自己株式取得を行っております。さらに、第４回新株予約権の行使により、合わせて資本

金が16,776千円、資本準備金が16,776千円増加しております。 

この結果、当第２四半期連結累計期間における株主資本の変動は、以下の通りとなります。 

 

  

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（千円）

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

前連結会計年度末 1,983,550 1,947,645 △2,792,984 ― 1,138,211

当第２四半期連結会計期間末までの
変動額

新株予約権の行使による新株発行 16,776 16,776 ― ― 33,553

四半期純利益 ― ― 145,450 ― 145,450

自己株式の取得 ― ― ― △9,798 △9,798

資本金からその他資本剰余金への
振替

△854,338 854,338 ― ― ―

欠損補填 ― △2,049,098 2,049,098 ― ―

当第２四半期連結会計期間末までの
変動額合計

△837,562 △1,177,982 2,194,548 △9,798 169,205

当第２四半期連結会計期間末残高 1,145,988 769,662 △598,435 △9,798 1,307,416
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前年同四半期に係る財務諸表等 

(1)前中間連結損益計算書 

 
  

  

「参考資料」

区分

前中間連結会計期間
（自 平成19年11月１日 

  至 平成20年４月30日）

金額（千円）

Ⅰ 売上高 6,903,815

Ⅱ 売上原価 5,941,049

売上総利益 962,765

Ⅲ 販売費及び一般管理費

1 給与及び手当 415,731

2 賞与引当金繰入額 28,500

3 地代家賃 138,205

4 その他 315,221

販売費及び一般管理費 897,659

営業利益 65,106

Ⅳ 営業外収益

1 受取利息 2,530

2 出資金利益 3,595

3 消費税還付 4,604

4 雑収入 8,140

5 その他 11,426

営業外収益合計 30,297

Ⅴ 営業外費用

1 支払利息 39,654

2 その他 14,431

営業外費用合計 54,086

経常利益 41,316

Ⅵ 特別利益

1 店舗整理損修正益 92,051

2 その他 11,780

特別利益合計 103,832

Ⅶ 特別損失

1 店舗整理損 47,253

2 その他 1,853

特別損失合計 49,106

税金等調整前中間純利益 96,042

法人税、住民税及び事業税 17,861

少数株主利益 25,902

中間純利益 52,278
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(2)前中間連結キャッシュ・フロー計算書 

区分

前中間連結会計期間
（自 平成19年11月１日 

  至 平成20年４月30日）

金額（千円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

1 税金等調整前中間純利益 96,042

2 減価償却費 84,964

3 のれん償却費 53,322

4 貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,988

5 賞与引当金の増減額（△は減少） △ 13,747

6 短期解約違約金損失引当金の増減額（△は減少） 4,190

7 受取利息及び受取配当金 △ 2,530

8 支払利息 41,987

9 固定資産除却損 164

10 店舗整理損戻入金 △ 92,051

11 店舗整理損 47,253

12 売上債権の増減額（△は増加） 168,902

13 たな卸資産の増減額（△は増加） △ 63,823

14 前払費用の増減額（△は増加） △ 1,009

15 未収入金の増減額（△は増加） 101,488

16 未収消費税等の増減額（△は増加） 3,970

17 未払消費税等の増減額（△は減少） △ 3,304

18 仕入債務の増減額（△は減少） 119,756

19 未払金の増減額（△は減少） △ 88,490

20 その他 △ 172,826

小計 287,245

21 利息及び配当金の受取額 1,227

22 利息の支払額 △ 28,846

23 法人税等の支払額 △ 11,196

営業活動によるキャッシュ・フロー 248,430
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区分

前中間連結会計期間
（自 平成19年11月１日 

  至 平成20年４月30日）

金額（千円）

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

1 有価証券の売却による収入 100

2 有形固定資産の取得による支出 △ 36,934

3 有形固定資産の売却による収入 66,749

4 無形固定資産の取得による支出 △ 63,176

5 貸付による支出 △ 8,100

6 貸付金回収による収入 24,300

7 敷金保証金の差入による支出 △ 162

8 敷金保証金の返還による収入 23,907

投資活動によるキャッシュ・フロー 6,684

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

1 短期借入れによる収入 250,000

2 短期借入金の返済による支出 △ 270,437

3 長期借入金の返済による支出 △ 387,000

4 長期未払金の返済による支出 △ 60,028

5 社債の償還による支出 △ 75,000

6 配当金の支払額 △ 40

7 株式発行による収入 314,254

8 新株予約権の買入消却による支出 △ 5,220

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 233,472

Ⅳ 現金及び現金同等物の増減額 21,641

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 300,804

Ⅵ 現金及び現金同等物の中間期末残高 322,446
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(3) セグメント情報 

１．事業の種類別セグメント情報 

前中間連結会計期間（自 平成19年11月１日 至 平成20年４月30日） 

 
(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分に属する主要な事業の内容 

 (1) 移動体通信事業・・・・・・・移動体通信端末の販売、移動体通信サービスの契約取次 

 (2) テレマーケティング事業・・・コールセンターによるテレマーケティン事業 

 (3) 不動産賃貸事業・・・・・・・ショッピングモールのテナントからの賃貸収入事業 

  

２．所在地別セグメント情報 

前中間連結会計期間（自 平成19年11月１日 至 平成20年４月30日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び支店がないため、該当事項はありません。 

  

３．海外売上高 

前中間連結会計期間（自 平成19年11月１日 至 平成20年４月30日） 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

移動体 
通信事業

テレマーケ
ティング 
事業

不動産
賃貸事業

計
消去又は 
全社

連結

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

6,434,090 400,174 69,550 6,903,815 ― 6,903,815

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― 685 685 △685 ―

計 6,434,090 400,174 70,236 6,904,501 △685 6,903,815

営業利益又は 
営業損失（△）

108,807 8,879 14,685 132,372 △67,266 65,106
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